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北海道史略年表



平成２４年度の調査

１ 調査の概要

今年度は、道内６市町に所在する８遺跡で発掘調査を実施した。このうち３遺跡は前年からの継続調
みなみろくごうがわ さ がん

査である。前年まで発掘調査を終えて整理作業のみを行ったのは１９遺跡で、長沼町南六号川左岸遺跡・
き こ ないちょうさつかり

木古内町札苅５遺跡・札苅６遺跡・木古内２遺跡以外は継続の整理作業である。発掘調査を工事原因別

に見ると、国土交通省北海道開発局の各開発建設部が実施する道路工事に伴う調査が４市町５遺跡、北

海道（総合振興局建設管理部）が行う道路工事・ダム建設に伴うものが２町の３遺跡である。

以下、調査成果を時期順に略述する。各遺跡の特徴的な事項を示すようにし、時期の重複する遺構は

始まりの時期を目安に記述する。なお、遺構などの（ ）数字は員数である。

旧石器時代 今年度の調査では出土していない。
かま や おおつぼさわ

縄文時代 早期 釜谷８遺跡では、主に調査区北側の大坪沢川沿いに、頁岩のフレイク・チップ集中

（３６）が検出された。５０，０００点を超えるフレイク類の中に２００点以上の「トランシェ様石器」が存在し

ており、スクレイパーの製作址とみられる。ここからは中葉のノダップⅠ式や七飯町国立療養所裏遺跡
つめがた かいがらふくえん

Ⅰ群といった、爪形文・貝殻腹縁文が施された土器が出土している。
みやこ なかちゃ ろ おおひら ひがしくし ろ

都遺跡では中茶路式、大平４遺跡とオニキシベ１遺跡では東釧路Ⅳ式といった後半の土器が少数出土

している。
かす が ちょう

前期 大平４遺跡でフレイク・チップ集中（８）が検出され、前半の春日町式土器が出土している。オニ
しずないなか の

キシベ１遺跡では静内中野式土器が少数出土している。
たてあなじゅうきょあと

中期 大平４遺跡で後半期に属する竪穴住居跡（９）や土坑（３）が検出されている。竪穴住居跡は平面卵形
しゅうこう じ しょう ろ いしぐみ ろ ぎょうかい

で先端ピットと周溝を持つ。伴う炉は地床炉（３）と石組炉（５）がある。この竪穴住居跡の周辺からは凝灰
がん さんきゃく おおあんざい

岩製の三脚石器が１４点出土している。土器は大安在Ｂ式～ノダップⅡ式土器がみられた。
とうべつがわ さ がん

当別川左岸遺跡でも平面卵形の竪穴住居跡（４）が検出され、うち１軒は先端ピットと周溝を持つ。中
えんとう ど き じょうそう み はらしちょう

期から後期にかけての土坑（１２）、焼土（３）も検出されている。土器は円筒土器上層ａ・ｂ式・見晴町式・

大安在Ｂ式・ノダップⅡ式土器が出土している。釜谷８遺跡でも円筒土器上層式が少量出土している。

都遺跡では後半中ごろから後期前葉の竪穴住居跡（１０）、土坑（３２）、石組炉（９）などが検出された。竪

穴住居跡には平面卵形のものもあり、炉は地床炉と石組炉とがある。

オニキシベ１遺跡ではこの時期とみられる竪穴住居跡（５）、Ｔピット（１３）が検出されている。Ｔピッ

トは中央の沢状地形を中心に溝状のもの（１０）が分布し、調査区東側には坑底に杭列のある小判形のもの

（３）がみられた。中葉から後半の土器が出土している。
もり ど い こう

後期 都遺跡の調査区東部で前葉の盛土遺構（１）とこれを切る竪穴住居跡（１）を確認した。盛土遺構は調
わきもと

査区外の東西にも延びる幅２０ｍ前後の帯状を呈し、涌元式・トリサキ式土器が多く出土する。

釜谷８遺跡では、南側の沢沿いにまとまって竪穴住居跡（２）、フラスコ状を含む土坑（２１）、焼土（１７）
てんゆう じ

などが検出された。前葉の天祐寺式～涌元式土器が多く出土している。
おお つ

当別川左岸遺跡ではトリサキ式、大平４遺跡では大津式～ウサクマイＣ式土器が出土している。オニ

キシベ１遺跡では初頭の土器が多く、キウス１１遺跡には中葉の土器片の集中がみられた。
あさ ひ あつ ま

晩期 朝日遺跡は厚真川右岸段丘の丘陵からのびる緩斜面に立地し、土坑（６２）、焼土（４６）などを調査し

た。土坑はほとんどが墓とみられ、２３基で人骨とその痕跡を確認した。うち１基は８～１１人の合葬墓で
うるしぬり つきこぶ

あった。副葬品は少ないが、ヒスイ製の勾玉、漆塗腕輪などがあった。包含層からは突瘤と爪形文が特
び び ぬさまい ど ぐう

徴の土器や美々３式（幣舞式）、タンネトウＬ式などの土器、土偶、コハク製の玉類などが出土し、イ
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ノシシの歯や大量のシカ骨なども検出した。
そうれき

キウス１１遺跡では前葉と後葉の土器片の集中と双礫（２）が検出された。大平４遺跡では末葉の土器が

少数出土している。
こうほく ほくだい

続縄文時代 朝日遺跡で土坑墓（７）が検出された。後北式の様相を残す北大Ⅰ式の土器を伴ったもので、
とう す

刀子やガラス玉が副葬された墓もみつかっている。
ほろない

幌内Ｄ遺跡では、北大ⅠおよびⅡ式土器の時期の土坑（１７０）が検出された。ほとんどが墓とみられ、

径８０㎝前後の円形（１６０）が主体である。砂岩等の礫が坑中に充満したものもある。副葬品は少ないが、
きりじょう

土器や錐状鉄製品などが出土している。楕円形（１０）の土坑では四隅に柱穴があるものもみられた。これ

らの土坑は調査区南側にまとまる傾向があり、特に西側段丘縁で高密度である。

キウス１１遺跡では前半の土器片の集中が検出され、少数だが後半の土器も出土した。

オホーツク文化期 今年度の調査では検出していない。
すみまるほうけい

擦文文化期 幌内Ｄ遺跡で竪穴住居跡（４）を調査した。３軒は２ｍほどの隅丸方形で中央に炉があるも
かまど ほったてばしらたてもの

の、１軒は前半期のもので一辺約４ｍ、竈・外柱穴が確認された。一辺２～３ｍの四本柱の掘立柱建物
あと

跡（２）も確認している。また、調査区北半に列をなすように分布する長方形の土坑（１５）が検出された。

墓とみられるが副葬品はない。キウス１１遺跡では土器少数が出土した。

アイヌ文化期 今年度の調査では検出していない。

整理作業・報告書作成 道央圏連絡道路関係では、平成１５～２１年度に調査したキウス５遺跡の第Ⅱ黒色
しゅくばいがわうえ だ

土層と旧石器の整理がまとまり最後の報告書を刊行した。祝梅川上田遺跡はアイヌ文化期の集落跡や旧
お の うめかわ

石器時代の整理がまとまり、祝梅川小野遺跡・梅川１遺跡も第Ⅰ黒色土層の整理を進め、それぞれ報告

書を刊行した。祝梅川小野遺跡・梅川１遺跡の低湿部や梅川４遺跡の第Ⅰ黒色土層についても保存処理

作業・整理作業を進めている。昨年度調査した南六号川左岸遺跡も報告書を刊行した。
ついしかり

石狩川改修工事関係では、多数の縄文時代晩期～続縄文時代の土坑・焼土と土器を検出した対雁２

遺跡の１１冊目の報告書も刊行した。
しらたき い せきぐん

旭川－紋別道関係の白滝遺跡群では、旧白滝３・５遺跡の整理作業を進めている。
え さしどう ほく と し たて の も へ じ

函館－江差道関係のうち北斗市館野地区の遺跡の整理作業では館野６遺跡本線部分、茂辺地木古内間

では札苅５遺跡の報告書を刊行。館野２遺跡Ｃ地区と館野６遺跡補償道路部分の整理作業も展開してい
たいしゅ

る。昨年度、縄文時代中期の竪穴住居跡や大珠などを検出した木古内町札苅６遺跡も整理作業が進行し

ている。

北海道新幹線関連では昨年度調査した木古内２遺跡の整理がまとまり報告書を刊行した。木古内遺跡、

大平遺跡はセンターにおいて整理作業を進めた。昨年度まで縄文時代前期後半～中期前半および後期前
たてさき おしあげ

葉の盛土遺構等を調査した館崎遺跡と、縄文時代中期末～後期前葉の集落と盛土遺構を調査した押上１

遺跡の整理作業は、木古内町内に借地して一次整理を行い大量の土器・石器に対応した。同時にセンター

においても整理作業を展開した。
こ しゅうへんたてあなぐん

平成２１～２３年度に調査したトーサムポロ湖周辺竪穴群の整理作業も展開中。縄文時代早期・前期の竪

穴住居跡、オホーツク文化期の墓と掘立柱のような土坑、アイヌ文化期の集落関係など多様な内容のな

か、鉄製品の保存処理、動物骨などの同定も進めている。

２



平成２４年度 発掘調査遺跡位置図

事 業 委 託 者 原 因 工 事 遺 跡 名 所 在 地 調査面積（㎡） 現 地 調 査 年

国
土
交
通
省
北
海
道
開
発
局

札 幌 開 発 建 設 部
道央圏連絡道路泉郷道路工事

キウス５ 千 歳 市 整理作業 平成１５・１６・１８～２１年調査

祝梅川上田 千 歳 市 整理作業 平成２０年調査

祝梅川小野 千 歳 市 整理作業 平成１９・２０年調査

梅川１ 千 歳 市 整理作業 平成２０年調査

梅川４ 千 歳 市 整理作業 平成１８～２０年調査

南六号川左岸 長 沼 町 整理作業 平成２３年調査

キウス１１ 千 歳 市 ２，５２３ 新規

幌内Ｄ 長 沼 町 ３，０３８ 平成２３年から継続

石狩川改修工事の内対雁築堤工事 対雁２ 江 別 市 整理作業 平成１１～１９・２３年調査

函 館 開 発 建 設 部 高規格幹線道路函館江差自動車道建設工事

館野２ 北 斗 市 整理作業 平成１９～２１年調査

館野６ 北 斗 市 整理作業 平成２０・２１年調査

当別川左岸 北 斗 市 ２，４４２ 平成２３年から継続

釜谷８ 木古内町 ８，４１４ 平成２３年から継続

大平４ 木古内町 ７，０５４ 新規

札苅５ 木古内町 整理作業 平成２３年調査

札苅６ 木古内町 整理作業 平成２３年調査

網 走 開 発 建 設 部 旭川紋別自動車道建設工事
旧白滝３ 遠 軽 町 整理作業 平成２０年調査

旧白滝５ 遠 軽 町 整理作業 平成１５・１８・１９年調査

鉄
道
運
輸
機
構

鉄道建設本部北海道

新 幹 線 建 設 本 部
北海道新幹線建設事業

館崎 福 島 町 整理作業 平成２１～２３年調査

木古内 木古内町 整理作業 平成２２・２３年調査

木古内２ 木古内町 整理作業 平成２２・２３年調査

大平 木古内町 整理作業 平成２１～２３年調査

押上１ 北 斗 市 整理作業 平成２２・２３年調査

北
海
道

胆 振 総 合 振 興 局
道道上幌内早来（停）線特改１種工事 朝日 厚 真 町 １，７６０ 新規

厚幌ダム建設事業 オニキシベ１ 厚 真 町 １０，５６６ 新規

渡島総合振興局（函館建設管理部） 北檜山大成線交付金Ｂ（地方道）事業 都 せたな町 ２，８９５ 新規

釧路総合振興局（釧路建設管理部） 根室半島線（Ｂ改－６３７）交付金工事 トーサムポロ湖周辺竪穴群 根 室 市 整理作業 平成２１～２３年調査

合 計 ３８，６９２

平成２４年度 事業別発掘調査・整理作業遺跡一覧
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２ 調査遺跡
ち と せ

千歳市 キウス１１遺跡（Ａ�０３�２８８）
事 業 名：道央圏連絡道路泉郷道路工事埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：北海道開発局札幌開発建設部

所 在 地：千歳市中央４１０－１０

調査面積：２，５２３㎡

調査期間：平成２４年９月３日～１１月２日

調 査 員：鈴木 信、菊池慈人、山中文雄

調査の概要

キウス１１遺跡は、道東自動車道千歳東イ
ま

ンターチェンジから東北東へ約９００ｍ、馬
おい

追丘陵西側緩斜面の標高２１～２４ｍの地点に

位置する。調査範囲は丘陵を開析する小河

川の一つ、チャシ川（モウシ川）の源頭部

北側に当たり、現況は山林である。本遺跡

から西へ約４００ｍの地点には、国指定史跡

「キウス周堤墓群」がある。

基本層序は、Ⅰ層：表土・耕作土、Ⅱ層：

樽前ａテフラ（Ｔａ－ａ）、Ⅲ層：第Ⅰ黒

色土、Ⅳ層：樽前ｃテフラ（Ｔａ－ｃ）、

Ⅴ層：第Ⅱ黒色土、Ⅵ層：漸移層、Ⅶ層：

黄褐色土である。

遺構と遺物

遺構は土器集中４か所、双礫２か所であ

る。土器集中１は、縄文時代後期末葉～晩

期前葉、２は続縄文時代前半、３は縄文時

代晩期後葉、４は縄文時代後期中葉の破片

のまとまりで、１はⅢ層とⅤ層、２・３は
へん

Ⅲ層、４はⅤ層から出土した。双礫１は片
ま

麻岩と泥岩、２は片麻岩と安山岩の組み合

わせで、どちらも一方の礫が半割されてい

た。１・２ともⅢ層下位から出土しており、

時期は縄文時代晩期と推測される。

遺物は土器約９００点、石器等約７０点であ

る。土器は、上述した土器集中の時期のも

の以外に、続縄文時代後半、擦文文化期の
ま

ものがわずかに得られている。石器は、磨
せい

製石斧の刃部破片と石鏃が多い。
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土器集中２

調査状況 磨製石斧出土状況

５



ながぬま ほろない

長沼町 幌内Ｄ遺跡（Ｅ�１７�４）
事 業 名：道央圏連絡道路泉郷道路工事埋蔵文化財調査

委 託 者：北海道開発局札幌開発建設部

所 在 地：夕張郡長沼町字幌内２０３２－１外

調査面積：３，０３８㎡

調査期間：平成２４年５月７日～７月６日

調 査 員：鈴木 信、菊池慈人、鈴木宏行

調査の概要

幌内Ｄ遺跡は長沼町と千歳市の境界から南長沼用水に沿って３５０ｍほど北側の標高１８ｍ前後の低位段

丘上に立地している。当遺跡は続縄文時代・擦文文化期の土器片・黒曜石製石器などが東西５０ｍ・南北

８０ｍにわたって分布することが知られていた。平成１９年には遺跡西側の隣接地で国営かんがい排水事業

道央用水（三期）地区道央注水工に伴う南長沼用水西側地点の調査が行われ、続縄文時代後半～擦文文

化期前半の遺物が出土し、段丘崖下の沖積地にも遺跡範囲が及ぶことが確認されている。

調査は昨年に引き続くもので、昨年度調査区の西側と北西部に及ぶ。調査区はそのほとんどが耕作に

よって地表から４０㎝程�乱を受けており、段丘の西側縁辺のみ遺物包含層が残存していた。耕作範囲に
ついては遺構確認調査を、包含層残存範囲については通常発掘調査を行った。

基本土層はⅠ層：表土、Ⅱ層：黒色土、Ⅲ層：褐色土、Ⅳ層：黄褐色土である。Ⅰ層には耕作等の攪

乱が見られない段丘縁辺部に樽前ａ軽石が堆積していた。主な遺物包含層はⅡ層で、一部Ⅲ層からも遺

物は出土している。遺構確認範囲ではⅣ層を掘り込む土坑を検出したが、表土除去の際に耕作土中から

遺構に伴うとみられる集石があったことから地表下４０㎝より浅い土坑の存在も想定される。

遺構と遺物

遺構は竪穴住居跡４軒、土坑・土坑墓１８５基、小ピット８基、焼土４７か所、集石２か所、灰集中２か

所が検出された。竪穴住居跡は二種類あり、一つはＨ－１・２・４の３軒で、直径２ｍ程度の隅丸方形、

推定深さ４０～５０㎝で竈は無く、中央に炉跡がある。もう一つはＨ－３で、調査区内に半分程度検出され

たのみだが、直径４ｍ程度の隅丸方形、深さ５０㎝で長軸より偏った位置に南向きの竈がある。両者とも

竪穴内部に柱穴は確認できなかったが、後者（Ｈ－３）には外柱穴が確認された。前者は擦文文化期の

土坑や掘立柱建物跡が検出された調査区北側に、後者はそれらとは離れた調査区南東端に位置する。い

ずれの時期も擦文文化期とみられるが、Ｈ－３はその前半期である。

土坑・土坑墓は円形・楕円形・長方形があり、円形・楕円形は続縄文時代北大式期、長方形は擦文文

化期のものである。円形は１６０基ほどで、直径８０㎝程度が主体であるが深さは推定で４０～７０㎝と偏差が

大きい。坑内には直径２０㎝程度の砂岩を主体とする転礫が充填されるものがあり、上部・中部・下部な

どさまざまであるが、坑底直上にあるものは非常に少ない。副葬品はほとんどないが、Ｐ－５１からは土

器２個体・錐状鉄製品が出土している。楕円形は１０基ほどで、Ｐ－３１は推定深さ６０㎝、四隅に柱穴が検

出された。長方形は１５基あり、長径１２０～１８０㎝、短径８０～１００㎝が主体で、長軸方向は北西－南東と北

東－南西がある。副葬品は検出されていない。円形・楕円形のものは調査区南半に分布し、西側の段丘

縁辺に沿って高密度である。長方形のものは調査区北半に南西から北東に向かって列をなすように分布

している。小ピットは２×３ｍと３×３ｍの四本柱の建物を構成する柱穴で、擦文文化期のものとみら

れる。柱材は直径１０㎝程度で、先端が平坦である。焼土は多くがⅡ層の上部から検出され、調査区北半

に偏在することから擦文文化期に形成されたと考えられる。

遺物は、南側は北大式期前半期、北側は擦文文化期前半期が主体で、全体で約２万点出土している。
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調査状況

擦文文化期竪穴住居跡（Ｈ�２）
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擦文文化期竪穴住居跡（Ｈ�３）

外柱穴（Ｈ�３） 擦文文化期掘立柱建物跡柱穴（SP�４）
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擦文文化期土坑（Ｐ�１２７）

続縄文時代土坑（Ｐ�３１）
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続縄文時代土坑（Ｐ�１２５） 続縄文時代土坑（Ｐ�１３３）

続縄文時代土坑（Ｐ�５１） 続縄文時代土坑（Ｐ�１００）樹皮検出状況

続縄文時代土坑（Ｐ�１６３）
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あつ ま

厚真町 オニキシベ１遺跡（Ｊ�１３�１４）
事 業 名：厚幌ダム建設事業埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：北海道胆振総合振興局

所 在 地：勇払郡厚真町字幌内４０９－１ほか

調査面積：１０，５６６㎡

調査期間：平成２４年５月１６日～１１月９日

調 査 員：村田 大、越田雅司、愛場和人、冨永勝也、渡井 瞳

調査の概要
おにきし べ

遺跡は厚真市街から北東へ約１２㎞、厚真川支流の鬼岸辺川右岸に立地する。調査区は北側の山地斜面
がいすい

から続く、扇状地・崖錐に起因する緩斜面に位置する。標高は約６２～７０ｍである。調査区北東部から中

央部へかけては沢状地形がみられる。「オニキシベ」とは、アイヌ語の「入り口で木を削りつけている

もの」が語源であるという説があり、「オヒョウニレより樹皮を�ぎ採る場所」を意味する（厚真村
１９５６）。

基本土層はⅠ層：表土、Ⅱ層：樽前ｂテフラ層、Ⅲ層：黒色土、Ⅳ層：樽前ｃテフラ層、Ⅴ層：黒色

土、Ⅵ層：漸移層、Ⅶ層：樽前ｄテフラ層、Ⅷ層：黄褐色ロームである。調査区東側では樽前ｄテフラ

の再堆積層が広くみられた。今回の調査は試掘調査の結果からⅣ層までを重機で除去し、Ⅴ層以下につ

いて行った。

遺構と遺物

検出した遺構は竪穴住居跡５軒、土坑９基、Ｔピット１３基、石組炉４か所、小柱穴１か所、集石１か

所である。時期は縄文時代中期後半から後期初頭が主体となる。

竪穴住居跡は、調査区南西側の標高６５ｍ程の台地縁辺に分布する。平面形は楕円形や３ｍ未満の小型

円形で、Ｈ－１では先端部ピットが確認されている。石組炉は、長方形や円形に石が組まれており、焼

土が検出されないものが多い。時期は、周辺の遺物から縄文時代後期初頭と考えられる。

土坑は、土坑墓（Ｐ－５）や貯蔵穴（Ｐ－６・７）の可能性があるものがある。Ｐ－５は平面形が長

径０．８ｍの楕円形で、覆土下位から
じゃもんがん

長さ７㎝を超える蛇紋岩製の玉が出

土している。

Ｔピットは沢状地形付近に多く分

布し、平面形が溝状のものと小判形

で坑底に杭列がみられるものがあ

る。

遺物は、土器や石器など約４５，０００

点が出土した。

土器は縄文時代中期中葉から後期

初頭のものが主体で、他に早期の東

釧路Ⅳ式土器、前期の静内中野式土

器がある。

石器は剥片石器では石鏃・石槍が

多く、礫石器では砂岩製の砥石・台

石が多い。
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調査区全景

調査風景
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竪穴住居跡（Ｈ�１）遺物出土状況

竪穴住居跡（Ｈ�２）遺物出土状況
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土坑（Ｐ�４）遺物出土状況

土坑（Ｐ�５）玉出土状況 土坑（Ｐ�５）玉出土状況アップ
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石組炉（Ｆ�２）遺物出土状況

Ｔピット（TP�３）調査状況 Ｔピット（TP�１０）杭穴検出状況
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あさ ひ

厚真町 朝日遺跡（Ｊ�１３�３）
事 業 名：道道上幌内早来停車場線特改１種工事（道州）埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：北海道胆振総合振興局

所 在 地：勇払郡厚真町字朝日２０９－１ほか

調査面積：１，７６０㎡

調査期間：平成２４年８月２０日～１１月９日、平成２５年１月３０日～２月１日

調 査 員：村田 大、越田雅司、冨永勝也、吉田裕吏洋

調査の概要

遺跡は厚真市街地から北東へ約２．５�、厚真川中流域右岸の丘陵からのびる緩斜面に位置する。調査
区の標高は約２２～２６ｍである。

ふりおい

この地域は地元では通称「ガンケ」と呼ばれ、明治３８年の振老用水路の設置、大正２年の早来・厚真

軌道敷設工事など、古くから多数の工事が行われてきた場所である。大正５年には土偶数点が表採され、

大正９年の厚真・幌内間森林軌道施設工事や大正１２年の村有道路設置等の工事の際にも度々遺物が出土

しており、厚真町内でも有数の包蔵地として認識されていた。初の現地調査は昭和３０年に北海道大学教

授・児玉作左衛門の指導のもと、亀井喜久太郎を中心とする厚真村郷土史研究会により行なわれた。翌

昭和３１年には、大正５年に表採された土偶が亀井により「厚真出土の土偶」として『先史時代』３で紹

介されている。またこの土偶は現在「北海道大学付属図書館 北方資料データベース」にて写真公開さ

れている。

基本層序は上位からⅠ層：現地表土、Ⅱ層：樽前ｂテフラ層（Ｔａ�ｂ１６６７年）、Ⅲ層：第Ⅰ黒色土、
Ⅳ層：樽前ｃテフラ層（Ｔａ�ｃ 約２，０００年前）、Ⅴ層：第Ⅱ黒色土、Ⅵ層：漸移層、Ⅶ層：樽前ｄテフ

ラ層（Ｔａ�ｄ 約８，０００年前）である。遺物包含層は主にⅤ層で、縄文時代晩期が主体である。

またⅤ層上位付近には主にシカとみられる焼骨片を多く含む（『土壌調査ハンドブック』面積割合の

密度にして平均７％程）層厚約１５～２０㎝の層が堆積していた。骨片の中にはイノシシの骨も一部混じっ

ており、堆積状況から盛土遺構とは趣を異とする、縄文時代晩期の「送り場」的様相を呈していると考

える。この層の下位で検出した縄文時代晩期の土坑には人骨が残ることから、一帯は内陸部の貝塚的な

状況を示しているともいえる。

遺構と遺物

今年度の調査では縄文時代晩期の土坑６２基、続縄文時代（北大式期）の土坑７基、Ｔピット２基、焼

土４６か所、遺物集中２か所、炭化材・骨片集中１か所を検出した。

北大式期の土坑からは青色のガラス玉、管状の素材をスライスした石製のビーズ、鉄製品（刀子等）

が出土している。縄文時代晩期の土坑６２基中２３基に人骨が残存していた。この中には８～１１体の人骨が

残っていた合葬墓例が１基、副葬品にヒスイ製の勾玉を首飾りに装着していた例が１基、漆塗の腕輪を

装着した例が２基みられた。出土した人骨は、続縄文時代北大期のものを含めると最大３３体にのぼる。

遺物は土器・石器約３０万点が出土した。土器は縄文時代晩期のものが主体で、調査区全体に細かく割

れた状態で石器類や獣骨とともに出土した。また一個体が潰れた状態で出土する例もみられた。搬入品
おおぼら

と考えられる大洞Ｃ２式の注口土器やクマ面付土器片も出土している。

石器は、石鏃が遺構や包含層から多く出土することが調査中から確認され、剥片石器は黒曜石、チャー

ト、メノウを素材としている。石斧の素材には主に日高地方の通称「青トラ石」が用いられている。

この他に包含層からは、土偶や耳飾りなどの土製品、石製品（石棒）、コハク製の玉やヒスイ製の勾
ぶんきゅうえいほう

玉などの玉類、獣骨片・鹿角、江戸時代（幕末）の古銭（文久永寶）が出土している。
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南調査区 北調査区
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Ｐ�６ 頭部

Ｐ�６ 人骨検出状況 Ｐ�２ 顎部

Ｐ�２ 人骨検出状況
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Ｐ�４７ 人骨、石斧出土状況

Ｐ�３６ 人骨、勾玉出土状況 Ｐ�３６ 勾玉
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Ｐ�１８ 片口土器

Ｐ�１８ 続縄文時代の墓 Ｐ２０・２１区 遺物出土状況（獣骨類）

Ｐ�６９ 合葬墓
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みやこ

せたな町 都遺跡（Ｃ�０６�１０）
事 業 名：道道北檜山大成線一括交付金Ｂ－５３５（地方道）工事埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：北海道渡島総合振興局

所 在 地：久遠郡せたな町大成区上浦１７５－３番地外

調査面積：２，８９５㎡

調査期間：平成２４年７月５日～１１月９日

調 査 員：笠原 興、新家水奈、佐藤 剛

調査の概要
たいせい

遺跡はせたな町大成区の市街地から北西側に直線距離で約０．７㎞に位置する。標高２６～３０ｍの海成段
かみ こ たん かさじま

丘上に立地し、上古丹川の河口部の左岸にある。調査区は日本海に直接注ぐ笠島の沢川の左岸に面する。

基本土層はⅠ層：表土・耕作土、Ⅱ層：黒褐色土・暗褐色土（遺物包含層）、Ⅲ層：漸移層、Ⅳ層：

褐色土である。遺構の落ち込みや風倒木痕では噴出起源の不明な２つの火山灰を検出した。

次年度以降、隣接する地区の現地調査を予定している。

遺構と遺物

遺構は竪穴住居跡１１軒、土坑３２基、柱穴状の小土坑５７基、石組炉９か所、焼土８か所、配石・集石４

か所、遺物集中３か所、盛土遺構１か所を検出した。これらはすべて縄文時代中期後半の半ばから後期

前葉の時期の遺構である。遺物は土器・石器等約１６０，０００点、そのうち盛土遺構から約１２０，０００点、包含

層から約４０，０００点が出土した。

竪穴住居跡は調査区の北東から北西側に位置し、笠島の沢川に面して立地している。調査区の中央か

ら西側の住居跡同士は密に分布しているが、切り合い関係はみられない。

住居跡の平面形は卵形や多角形、隅丸の長方形を基調とするもの、不明なものがある。付属の施設で

は、炉跡・柱穴を確認している。炉跡は中央から片寄るものが多く、石組炉と地床炉がある。詳細な時

期は今後の検討によるが、盛土遺構よりも新しいもの（Ｈ－７）と古いもの（Ｈ－１１）がある。

土坑もほとんどが調査区西側の笠島の沢川沿いに位置している。そのなかでも特に海側で密に分布し

ており、切り合い関係がみられるものがある。土坑内には直径１５～２０㎝程度の小礫・中礫を数個配置す

るものが多い。

柱穴状の小土坑は調査区の北西側、盛土遺構の北側を中心に分布している。ほとんどのものが覆土に

直径０．５～２㎝程度の小礫が充填されている。

石組炉と焼土、配石・集石、遺物集中は包含層と盛土遺構内にみられる。石組炉と焼土の多くは屋外

炉と考えられる。配石・集石と遺物集中は３０～５０㎝程度にまとまる小規模なものである。

盛土遺構は調査区の南東側に位置している。笠島の沢川に面して立地する竪穴住居跡の外側に沿って

調査区外も含めて帯状に分布している。土性や分布範囲の違いなどの特徴から、Ｍ１～Ｍ５層に分けた。

また、盛土遺構の周辺や調査区内では盛土遺構と同じ時期と考えられる土地の改変が行われている。

土器は縄文時代後期前葉の涌元式・トリサキ式の土器が多い。また縄文時代早期後半の中茶路式土器

が調査区の中央からわずかに出土した。
へんぺい だ せいせっ き

石器は剥片石器では石鏃が多く、礫石器類では扁平打製石器と台石・石皿が多くみられた。剥片石器

に用いられている石材は頁岩が多いが、黒曜石も渡島・桧山地域としては比較的多くみられた。
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Ｈ�４ 完掘

Ｐ�１４（左）・２１ 遺物出土状況
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盛土遺構Ｍ５層 遺物出土状況

盛土遺構Ｍ３層 遺物出土状況
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ほく と とうべつがわ さ がん

北斗市 当別川左岸遺跡（Ｂ�０６�４２）
事 業 名：高規格幹線道路函館江差自動車道工事用地内埋蔵文化財発掘調査（釜谷８遺跡外）

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

所 在 地：北斗市当別５５２－３～５５３－１９

調査面積：２，４４２㎡

調査期間：平成２４年８月１日～１０月３１日

調 査 員：立川トマス、佐藤和雄、奥山さとみ

調査の概要

遺跡はＪＲ渡島当別駅から北東へ約２．５㎞、茂辺地川と当別川に挟まれた海岸段丘上に立地する。調

査区は北から南に緩やかに傾斜しており、標高は６９～７３ｍである。

今年度の調査は、昨年度調査範囲の南東側にあたる海側部分と旧工事用道路下部分の２，４４２㎡につい

てＡ・Ｂ・Ｃの３つの調査区に分けて行った。

基本土層は、Ⅰ層：表土・耕作土、Ⅱ層：黒色土（Ｂ－Ｔｍを含む）、Ⅲ層：暗褐色土、Ⅳ層：黒褐

色土、Ⅴ層：褐色土（漸移層）、Ⅵ層：黄褐色土（ローム）である。主にⅡ層・Ⅲ層・Ⅳ層から縄文時

代の遺構・遺物を検出した。

遺構と遺物

遺構は、竪穴住居跡４軒（Ｈ－１～４）、土坑１２基（Ｐ－８～１９）、焼土６か所（Ｆ－１～６）、礫集

中２か所（Ｓ－１・２）を検出した。

Ａ地区では、縄文時代中期と思われる竪穴住居跡１軒（Ｈ－１）、土坑２基（Ｐ－１１・１３）、焼土３か

所（Ｆ－２～４）を検出した。竪穴住居跡の形状は卵形である。床面中央付近から地床炉が検出され、

先端ピット・周溝・床面に柱穴が設けられている。Ｈ－１の地床炉付近からは土坑（Ｐ－１１）を検出し

た。Ｐ－１１は、Ｈ－１を切って構築されている。時期は遺物が出土していないため特定できないが、周

囲からは縄文時代後期の土器が出土している。

Ｂ・Ｃ地区では、竪穴住居跡３軒（Ｈ－２～４）、土坑１０基（Ｐ－８～１０・１２・１４～１９）、焼土３か所

（Ｆ－１・５・６）、集石２か所（Ｓ－１・２）を検出した。竪穴住居跡は、いずれも縄文時代中期の

もので卵形である。土坑は縄文時代中期～後期のものである。また、Ｈ－３・４、Ｐ－１２・１４～１６、Ｆ

－５、集石２か所は重複しており、検出状況からこの中でＨ－４が最も古い遺構であることを確認して

いる。

遺物は、土器約１７，０００点、石器等約３，０００点が出土している。

Ａ地区から出土した土器は、縄文時代中期～後期の円筒土器上層ａ・ｂ式、見晴町式、大安在Ｂ式、

ノダップⅡ式などがある。石器は、石鏃・つまみ付きナイフ・スクレイパーなどの剥片石器、たたき石・

すり石・台石などの礫石器が出土した。

Ｂ・Ｃ地区から出土した土器は、縄文時代中期～後期の円筒土器上層ａ・ｂ式や見晴町式、トリサキ

式などがある。石器は、スクレイパー・つまみ付きナイフなどの剥片石器、たたき石・すり石・台石・
せきかく

扁平打製石器などの礫石器、頁岩製の石核が出土した。
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Ａ地区 調査状況

Ａ地区 Ｈ�１ 完掘 Ｂ地区 Ｈ�２ 完掘

Ｐ�９ 遺物出土状況 Ｐ�９ 完掘
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Ｃ地区 調査状況

Ｃ地区 Ｐ�１７ 完掘 Ｃ地区 Ｐ�１８ 完掘

Ｃ地区 土器出土状況（Ｐ�１９） Ｃ地区 Ｐ�１９ 完掘
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ほく と おしあげ

北斗市 押上１遺跡（Ｂ�０６�７３）
事 業 名：北海道新幹線建設事業埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構鉄道建設本部北海道新幹線建設局

整理期間：平成２４年５月７日～１１月９日（現地一次整理）

調 査 員：中山昭大、福井淳一

整理の概要

平成２２・２３年度に現地調査を行った。遺物は一部を除き、未水洗のまま現地に残してあったもので、

収納コンテナに換算して土器１４７箱、石器５２箱、礫２６７箱の遺物を水洗し、分類、台帳・カード作成、注

記作業を行った。土器はごくわずかに縄文時代中期の資料（円筒土器上層式）があるほかは、そのほと

んどが、縄文時代後期初頭の天祐寺式に相当するものである。なかには東北地方の影響が伺える沈線文

の資料もある。掌に収まるほどの大きさの棒状礫の先端から半ばまでの部分に、アスファルトが付着し

たものがあった。また、焼土等の遺構から採集した２４箱分の土壌については、フローテーション・マシー

ンを用い水洗・選別作業を行った。２か年の調査で出土した遺物数は、土製品・焼成粘土塊を含めた土

器１２２，５８８点、石製品を含めた石器３７，５７８点、礫６，９５２点、合計１６７，１１９点である。
ふくしま たてさき

福島町 館崎遺跡（Ｂ�０３�２）
事 業 名：北海道新幹線建設事業埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構鉄道建設本部北海道新幹線建設局

整理期間：平成２４年５月７日～１１月９日（現地一次整理）

調 査 員：遠藤香澄、影浦 覚

整理の概要

平成２１～２３年度に現地調査を行った。平成２３年度出土遺物のうち、土器のほぼ半数量と石器・礫が未

水洗であった。これら収納コンテナに換算して土器３５１箱、石器５３箱、礫１３５箱の遺物を水洗し、分類、
ばんじょう ど ぐう

カード・台帳作成後、注記作業を行った。板状土偶の破片があらたに１０点見つかり、全体で３０点以上と
えんばんじょう がんぐう

なったほか、円盤状土製品も多数追加確認された。礫の中には平成２３年度に出土した「岩偶」とほぼ同

じ大きさの縦長台形状の扁平な凝灰岩があった。横幅はやや狭いものの、側縁に整形が認められる点が

注目される。また、江別センターでは平成２３年度出土遺物の一次整理（カード・台帳作成、注記）と二

次整理作業も並行して行っている。平成２１・２２年度出土土器の接合・復元作業はほぼ終了し、これまで

６５０個体が復元できた。土器・石器・骨角器の実測、データ処理も順次進めている。

３か年の調査で出土した遺物数は土器９１１，５５９点、土製品７４８点、石製品を含む石器２０３，５５６点、礫４４，４６３

点、合計１，１６０，３２６点である。

黒曜石製石器２０点の原材産

地分析を行ったところ、２点

は本州産であるとされた。１

点が青森県の出来島・鶴ヶ坂

で、もう１点が長野県観音沢

である。長野県産黒曜石が確

認された例としては、最も北

に位置するとみられる。

館崎遺跡出土の土偶（縄文時代中期）
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越冬遺物乾燥作業

館崎遺跡出土 石冠様石器・側縁有溝石器

押上１遺跡出土 青竜刀形石器
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き こ ない かま や

木古内町 釜谷８遺跡（Ｂ�０５�５１）
事 業 名：高規格幹線道路函館江差自動車道工事用地内埋蔵文化財発掘調査（釜谷８遺跡外）

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

所 在 地：上磯郡木古内町字釜谷２６０－４～２６０－３４

調査面積：８，４１４㎡

調査期間：平成２４年５月７日～１０月３１日

調 査 員：土肥研晶、袖岡淳子、阿部明義、立田 理

調査の概要

遺跡は、ＪＲ釜谷駅の北方１．５㎞、津軽海峡に面する海岸線から１㎞程内陸に位置する。標高は８１～８５
おおかま や

ｍで、遺跡の北側には頁岩を産する大釜谷川の支流、大坪沢川が流れており、遺跡はその右岸にあたる。

調査は昨年度からの継続となる。昨年度は７８６㎡のトレンチを主とした調査を行った。その結果、縄
かいがらもん

文時代早期貝殻文土器、フレイクなどの遺物が漸移層付近から出土した。今年度は遺構確認区域１，３８０

㎡を含む８，４１４㎡を調査した。

基本土層は、Ⅰ層：耕作土、Ⅱ層：黒色・暗褐色土～漸移層、Ⅲ層：黄褐色土である。Ⅱ層としたう

ち黒色土と暗褐色土は調査区内で厚さにばらつきがあり、風倒木のくぼみなどに顕著に残っている。厚
はくとうさん

い部分では上部に白頭山－苫小牧火山灰（Ｂ－Ｔｍ）の可能性がある火山灰が認められる。遺物は主に

Ⅱ層の暗褐色土と漸移層から出土している。

遺構と遺物

遺構は、昨年度と合わせ竪穴住居跡２軒、土坑２７基、焼土６５か所、Ｔピット３基、柱穴状小ピット１５

基、フレイク・チップ集中域３６か所を検出している。

住居跡２軒とフラスコ状土坑は、調査区南側のミヤノ沢川源頭部に沿ってややまとまっており、出土

遺物の多くが縄文時代後期前葉のものとみられる。これに対し調査区北側の大坪沢川沿いには、フレイ

ク・チップ集中域が多く見つかっており、ほとんどが縄文時代早期のものと推測される。

また調査区の中央～南西部にかけて、平面形が隅丸方形となる土坑を６基検出している（写真ＫＰ－

１９参照）。検出面からの深さは１．５ｍ前後で、土層は自然堆積と崩落堆積を繰り返しており、規格性の高

いものである。重複関係からフラスコ状土坑より古いとみられるが、出土遺物がないため詳細は不明で

ある。

遺物は総計で約６０，０００点出土した。内訳は土器が８，０００点、石器等が５２，０００点である。
せんてい

土器には縄文時代早期の貝殻文土器が約１，８００点ある。口縁に爪形文を配し、尖底の器形を呈する七

飯町国立療養所裏遺跡のⅠ群土器・ノダップⅠ式とみられるものである。最も多いのは縄文時代後期前

葉の天祐寺～涌元式にかけてで、計約６，５００点である。ほかには縄文時代早期後半、中期前葉の円筒土

器上層式、後期中葉、晩期のものもわずかに出土している。
りょうめんちょうせいせっ き

剥片石器には石鏃、石槍、石錐、スクレイパー、両面調整石器が計約４００点ある。このほか石器等に

はＲフレイク、Ｕフレイク、石核などがある。フレイク・チップが最も多く約５０，０００点出土している。
へらじょう

剥片石器の中では、箆状に加工されたスクレイパーが約２３０点と突出している。その大多数は、素材剥

片の縁辺をそのまま刃部とするいわゆる「トランシェ様石器」である。中には加工途中のものや加工時

に折れたとみられるものも含まれており、縄文時代早期のフレイク・チップ集中域に伴い出土している

ものが多いことから、本遺跡内で加工、製作された可能性が高い。

礫石器は、多い順にすり石、たたき石、石皿などが出土している。すり石のほとんどは流紋岩～安山

岩質の火成岩で、細長かつ断面形が三角形の礫が用いられ、稜線を使用面とするものである。
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津軽海峡
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調査区北側の調査状況

調査区南西部の状況 KP�６・７、KP�５（手前）調査状況
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KP�２２ 土層断面 KP�１９ 完掘

FC�９ 石器類出土状況 FC�２３ 遺物出土状況

遺物出土状況（FC�１１周辺）
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き こ ない おおひら

木古内町 大平４遺跡（Ｂ�０５�２９）
事 業 名：高規格幹線道路函館江差自動車道工事用地内埋蔵文化財発掘調査（釜谷８遺跡外）

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

所 在 地：上磯郡木古内町字大平６０－３３～６０－４３

調査面積：７，０５４㎡

調査期間：平成２４年５月７日～１０月３１日

調 査 員：熊谷仁志、立川トマス、谷島由貴、酒井秀治、佐藤和雄、奥山さとみ

調査の概要
まごしちがわ

遺跡はＪＲ木古内駅から北東へ約２㎞、孫七川左岸の海岸段丘上に位置する。地形は北から南へ緩や

かに傾斜しており、調査範囲の標高は１０～１３ｍである。

平成２１・２２年度に北海道新幹線建設事業で発掘調査が行われ、今回で３度目の調査となる。

基本土層は、Ⅰ層：表土・耕作土、Ⅱ層：黒色土、Ⅲ層：暗褐色土（漸移層）、Ⅳ層：褐色シルト質

粘土である。主にⅡ層から縄文時代の遺構・遺物を検出した。

遺構と遺物

遺構は竪穴住居跡９軒、土坑７基、Ｔピット１基、焼土１２か所、剥片集中８か所を検出した。

竪穴住居跡は、いずれも縄文時代中期後半の大安在Ｂ式～ノダップⅡ式期である。形状は卵形で、す

べてに先端ピットがあり、Ｈ－１１を除き周溝が検出された。また複数の周溝がめぐるもの（Ｈ－３）も

あり、建て替えを窺わせるものも認められた。炉跡は、地床炉のもの（Ｈ－４・５・６）、石組炉のも

の（Ｈ－３・７・８・９・１０）、不明（Ｈ－１１）がある。最も大きな竪穴住居跡（Ｈ－７）は、長軸１０．６

ｍ、短軸４．０ｍ、深さ０．８ｍの卵形である。床面に先端ピット・周溝・石組炉・柱穴・集石を確認してい

る。石組炉は０．９ｍ×０．７ｍの長方形で、炉石は３７個埋設されていた。

土坑で時期が分かるものは、Ｐ－３０・３１・３６の３基である。いずれも縄文時代中期である。また、Ｐ－

３５の時期は判断できないが、坑底から頁岩製のつまみ付きナイフが２点出土している。

剥片集中（ＦＬ－２３）からは縄文時代前期の春日町式土器が出土している。

遺物は、土器が約３，０００点、石器等が約７３，０００点出土している。土器は、縄文時代早期の東釧路Ⅵ式、

同前期前半の春日町式、同中期の大安在Ｂ式～ノダップⅡ式、同後期の大津式～ウサクマイＣ式、同晩

期末葉の土器が出土している。石器等は、石鏃・石槍・石錐・つまみ付きナイフ・スクレイパー・両面

調整石器などの剥片石器、石斧・たたき石・すり石・扁平打製石器などの礫石器が出土している。剥片

石器では頁岩製がほとんどを占め、黒曜石を利用したものはわずかである。

特徴的な遺物として凝灰岩製の三脚石器１４点が、縄文時代中期後半の住居跡周辺から出土している。

また、大津式の小型土器の底部に方形の沈線文が描かれているものも出土している。
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調査状況

竪穴住居跡
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Ｈ�７ 竪穴住居跡 Ｈ�７ 石組炉

Ｈ�９ 竪穴住居跡 Ｈ�５ 竪穴住居跡

�片集中 出土状況 土器 出土状況
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３ 現地研修会の報告

平成２４年９月６日（木）・７日（金）の両日、登別市・厚真町・千歳市において、現地研修会を行った。

６日登別市での研修は北海道立埋蔵文化財センターの指定管理業務「市町村担当職員出前研修会」と

の合同開催である。今回の市町村担当職員出前研修会のテーマは、「北海道・北東北を中心とした縄文

遺跡群と近隣地域における出土資料の公開活用」とし、北海道と各市町での世界遺産登録や埋蔵文化財

の活用、文化財保護意識の啓発の取り組みについて受講し研修を積むこととした。講義は登別市文化交

流館カント・レラに会場を設けて行った。

最初の講義は北海道教育委員会主幹で縄文世界遺産推進室の長沼孝氏による「「北海道・北東北を中

心とした縄文遺跡群」の世界遺産登録への取組」で、世界遺産とは何かという導入で始まり、縄文遺跡

群登録取り組みの現状と展望が示された。イギリス等の世界文化遺産の実例も画像とともに教示された。

次に伊達市噴火湾文化財研究所の青野友哉氏による「史跡 北黄金貝塚」と、洞爺湖町教育委員会の角

田隆志氏による「史跡 入江・高砂貝塚」では、世界遺産登録への取り組みを軸に調査や史跡整備、埋

蔵文化財の普及活用など各地の活動が紹介された。登別市教育委員会の菅野修広氏による「登別市内の

遺跡調査と出土資料の公開活用・普及活動」では、近隣市町が世界遺産登録への取り組みを行っている

状況での登別市における埋蔵文化財の普及活用活動が紹介された。続いてカント・レラの見学を、展示

の主旨や構成を含めた菅野氏の解説のもとに行い、研修を終了した。多忙な中、講義を担当して頂いた

諸氏、とりわけ会場設定や講義・解説の対応をしていただいた登別市の菅野氏に深く感謝いたします。

７日は当センターの職員研修で、調査遺跡見学を主体に構成した。はじめに厚真町オニキシベ１遺跡

を担当の村田課長の解説で見学した。厚幌ダム建設に伴う今後の調査についても説明があった。次に厚

真町教育委員会が調査を担当するヲチャラセナイ遺跡・オニキシベ４遺跡・オニキシベ６遺跡に移動

し、前者については乾哲也・天方博章両氏から、後二者については乾・奈良智法・荻野幸男の３氏から、

各遺跡や厚真町を中心とした考古学上の交易ルートなどの説明があった。午後からは厚真町朝日遺跡へ

移動し、担当の越田・冨永両主査の案内で縄文時代晩期の遺構や過去の出土品を含めた遺物を見学した。

その後、千歳市キウス１１遺跡へ移動し、調査が始まったばかりの遺跡を担当の鈴木課長の解説で見学し

た。隣接した史跡キウス周堤墓群を見学した後、千歳市埋蔵文化財センターへ向かった。廃校を改装利

用した同センターではセンター長の高橋理氏の案内で、各期に渡る出土遺物で構成された展示を見学し

た。見学の便を図り、解説をいただいた厚真町・千歳市の各氏に感謝いたします。

以下、研修会の日程を示す。

９月６日（木） ＪＲ登別駅前 集合

登別市文化交流館カント・レラ 講義・見学

むかわ町四季の館 情報交換会・宿泊

９月７日（金） 厚真町オニキシベ１遺跡見学（当センター調査遺跡）

厚真町ヲチャラセナイ遺跡・オニキシベ４遺跡・オニキシベ６遺跡見学

（厚真町教育委員会調査遺跡）

厚真町朝日遺跡見学（当センター調査遺跡）

千歳市キウス１１遺跡見学（当センター調査遺跡）

千歳市キウス周堤墓群見学（史跡・世界遺産登録追加候補）

千歳市埋蔵文化財センター見学

ＪＲ札幌駅 解散
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登別市文化交流館カント・レラでの講義 カント・レラ展示室にて

厚真町 オニキシベ１遺跡見学 厚真町 ヲチャラセナイ遺跡見学

厚真町 ヲチャラセナイ遺跡にて 厚真町 オニキシベ４遺跡見学

千歳市 キウス１１遺跡見学 千歳市埋蔵文化財センターにて
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４ 協力活動及び研修

（１）協力活動（日付は平成２４年のもの）

ア 発掘現場見学

＊長沼町 幌内Ｄ遺跡

５月２３日 長沼町立南長沼小学校 体験発掘（２２名）

６月１３日 長沼町立北長沼小学校 遺跡見学（１６名）

＊厚真町 オニキシベ１遺跡・朝日遺跡

８月２６日 北海道考古学会 遺跡見学（４０名）

＊厚真町 朝日遺跡

１０月４日 日胆地区博物館協会等連絡協議会 遺跡見学（１５名）

＊せたな町 都遺跡

９月１２日 せたな町文化財保護審議委員会 遺跡見学（１２名）

１０月１３日 南北海道考古学情報交換会 遺跡見学（１０名）

＊木古内町 大平４遺跡・札苅整理作業所

６月２５日 木古内町立木古内小学校 遺跡見学・作業所見学・遺物水洗体験（１４名）

＊木古内町 大平４遺跡

７月２３日 秋田県大館市立釈迦内小学校 体験発掘（４６名）

＊木古内町 釜谷８遺跡

１０月１６日 北海道開発局函館開発建設部 函館道路事務所 体験発掘（５名）

イ 委員会等の会議

＊全国埋蔵文化財法人連絡協議会

５月１７日・１８日 第１回役員会（福岡県北九州市 坂本（均）・中田）

６月２１日・２２日 総会（千葉県千葉市ほか 坂本（均）・畑・中田・�田）
１０月１８日・１９日 北海道・東北地区会議（福島県郡山市 中田・和田）

１１月８日・９日 研修会（富山県富山市ほか 小笠原・中村・徳田）

１２月６日・７日 第２回役員会（東京都 中田・和田）

＊網走市史跡最寄貝塚保存整備委員会

２月２日 平成２３年度第２回委員会（網走市 畑）

１０月２５日 第１回委員会（網走市 畑）

＊洞爺湖町国指定史跡入江・高砂貝塚整備検討委員会

２月２７日・２８日 史跡入江・高砂貝塚整備検討委員会（洞爺湖町 畑）

＊北海道アイヌ協会

８月３日 北海道大学アイヌ納骨堂におけるイチャルパ（札幌市 三浦）

１０月５日 札幌医科大学収蔵アイヌ人骨・遺跡出土人骨イチャルパ（札幌市 三浦）

＊北海道文化財保護協会

４月２４日 第１回役員会（札幌市 千葉）

６月９日 通常総会（札幌市 千葉）

１０月２日 第２回役員会（札幌市 千葉）
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ウ 調査指導および講演会等の講師

＊千歳市埋蔵文化財センター

１月２９日 講演会「周堤墓とは何か」（千歳市 三浦）

＊ＮＰＯ法人三内丸山縄文発信の会

縄文の漆複製プロジェクト

２月１１日 縄文の漆フォーラム（函館市 田口）

＊長沼町教育委員会

３月２日・１３日 発掘調査出土品展に伴う指導・収納片づけ作業（長沼町 鈴木（宏））

＊日本木材学会

３月１８日 木質文化財研究会講演会

「北海道出土の木質文化財とその樹種－旧石器・縄文・続縄文」（江別市 三浦）

「北海道出土の木質文化財とその樹種－擦文文化・アイヌ文化・中近世」

（江別市 田口）

＊北海道考古学会

５月１２日 ２０１２年度研究大会『アイヌ文化期の「集落」研究』

「発掘された千歳・恵庭両市域のコタン跡」（札幌市 三浦）

＊女流書作家集団

６月１０日 講演会「掘り出された北の歴史」（遠軽町 畑）

＊ＮＰＯネットプロジェクトオホーツククラスター

６月３０日 「地域の財を考える－遠間栄治と北海道の旧石器文化－」（遠軽町 畑）

＊千歳市埋蔵文化財センター

８月４日 文化財普及啓発事業体験学習会「石器をつくろう！」（千歳市 直江）

＊せたな町教育委員会

１１月３日～５日 大成町町民センター 町民文化祭（土器・石器等約４０点、およびパネル展示）

（せたな町 笠原）

＊木古内町教育委員会

１１月１日 平成２４年度公民館講座 木古内郷土史講座

「第２回木古内ゼミナール－新道４遺跡が注目される理由－」（木古内町 遠藤）

＊千歳市埋蔵文化財センター

１１月１７日 千歳市文化財普及啓発事業公開講座

「キウス４遺跡の周堤墓と集落」（千歳市 阿部）

「周堤墓に残されたモノ」（千歳市 三浦）

＊南北海道考古学情報交換会

１２月１日・２日（森町 立田・佐藤（剛）・奥山）

＊北海道考古学会

１２月２２日 遺跡調査報告会（札幌市 佐藤（剛）・冨永）
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（２）研修（日付は平成２４年のもの）

ア 外部研修

＊文化庁

２月８日～１０日 平成２３年度第２回埋蔵文化財担当職員等講習会（奈良県奈良市 倉橋）

９月５日～７日 第１回埋蔵文化財担当職員等講習会（広島県福山市 菅野・佐藤（龍））

＊国立文化財機構奈良文化財研究所（奈良県奈良市）

２月６日～１０日 文化財担当者専門研修「保存科学Ⅲ（応急処置）」（影浦）

２月１４日～２２日 文化財担当者専門研修「地質環境調査課程」（福井）

１０月２日～１１日 文化財担当者専門研修「保存科学基礎Ⅰ（金属製遺物）課程」（高橋）

１２月１４日～２１日 文化財担当者専門研修「報告書作成課程」（渡井）

＊全国埋蔵文化財法人連絡協議会

１１月８日・９日 研修会（富山県富山市 中村・小笠原・徳田）

＊日本第四紀学会

８月２０日～２２日 ２０１２大会（埼玉県熊谷市 鈴木（宏））

イ 内部研修

＊平成２４年度現地研修会

９月６日・７日（登別市・厚真町・千歳市 １６名）

＊平成２４年度発掘調査報告会

１１月２８日（センター研修室）
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５ 平成２４年度刊行報告書

第２９３集『木古内町 木古内２遺跡（２）』

北海道新幹線建設事業埋蔵文化財発掘調査報告書

第２９４集『木古内町 札苅５遺跡』

高規格幹線道路函館江差自動車道工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書

第２９５集『北斗市 館野６遺跡（１）』

高規格幹線道路函館江差自動車道工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書

第２９６集『江別市 対雁２遺跡（１１）』

石狩川改修工事の内対雁築堤工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

第２９７集『千歳市 祝梅川小野遺跡（２）・梅川１遺跡（２）』

道央圏連絡道路工事埋蔵文化財発掘調査報告書

第２９８集『長沼町 南六号川左岸遺跡』

道央圏連絡道路泉郷道路工事埋蔵文化財発掘調査報告書

第２９９集『千歳市 キウス５遺跡（１０）』

道央圏連絡道路工事埋蔵文化財発掘調査報告書

第３００集『千歳市 祝梅川上田遺跡（２）』

道央圏連絡道路工事埋蔵文化財発掘調査報告書
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６ 組織・機構

役 員（平成２４年６月８日現在）

理 事 長 坂 本 均 常 勤

副理事長 畑 宏 明 非常勤

専務理事 中 田 仁 常 勤

常務理事 千 葉 英 一 常 勤

理 事 臼 杵 勲 非常勤

理 事 菊 池 俊 彦 非常勤

理 事 越 田 賢一郎 非常勤

理 事 田 端 宏 非常勤

理 事 本 田 優 子 非常勤

理 事 山 田 悟 郎 非常勤

理 事 山 本 伸 弘 非常勤

監 事 佐 藤 一 夫 非常勤

監 事 森 重 楯 一 非常勤

評 議 員（平成２４年４月１日現在）

評 議 員 氏 家 等 非常勤

評 議 員 遠 藤 龍 畝 非常勤

評 議 員 川 上 淳 非常勤

評 議 員 木 村 方 一 非常勤

評 議 員 佐 藤 俊 和 非常勤

評 議 員 昌 子 守 彦 非常勤

評 議 員 谷 直 人 非常勤

評 議 員 鶴 丸 俊 明 非常勤

評 議 員 戸 塚 隆 非常勤

評 議 員 西 幸 隆 非常勤

評 議 員 松 田 光 � 非常勤

評 議 員 横 山 健 彦 非常勤

普 及 活 用 課

第 １ 調 査 課

第 ２ 調 査 課

第 ３ 調 査 課

第 ４ 調 査 課

総 務 課

業 務 課

会 計 課

第 １ 調 査 課

第 ２ 調 査 課

第 ３ 調 査 課

総 務 部

第１調査部

第２調査部

評 議 員 会 理 事 会 監 事

理 事 長

副 理 事 長

専 務 理 事

常 務 理 事

事 務 局 長
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７ 職 員（平成２４年６月１１日現在）

事務局長（兼務） 中 田 仁

総 務 部

総 務 部 長 和 田 基 興

総 務 課 長 葛 西 宏 昭

主 査 小 杉 充

参 与 前 田 克 己

参 与 前 田 博

第１調査部

第１調査部長 千 葉 英 一

（兼務）

普及活用課長 鎌 田 望

主 査 藤 本 昌 子

主 査 倉 橋 直 孝

主 査 藤 井 浩

第１調査課長 田 口 尚

主 任 吉 田 裕吏洋

嘱 託 � 橋 美 鈴

第２調査課長 鈴 木 信

主 査 菊 池 慈 人

主 査 鈴 木 宏 行

主 査 末 光 正 卓

主 査 芝 田 直 人

主 任 山 中 文 雄

第３調査課長 土 肥 研 晶

主 査 皆 川 洋 一

主 査 袖 岡 淳 子

主 査 阿 部 明 義

主 査 立 田 理

第４調査課長 笠 原 興

主 査 佐 川 俊 一

主 査 新 家 水 奈

主 査 佐 藤 剛

主 査 坂 本 尚 史

主 任 直 江 康 雄

業 務 課 長 菅 野 聡

主 査 小笠原 学

主 任 今 本 宏 信

参 与 湯 田 俊 一

参 与 佐 藤 龍 夫

参 与 徳 田 京 一
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